2012道本部組織労働局発516号
2012年９月21日

各　地本・単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　山上　潔
（賃金労働部）
自治労北海道本部「2013年度賃金担当者会議」の開催について
連日の諸活動に心より敬意を表します。

さて、2012人事院勧告が８月８日に出されましたが、俸給表・一時金の改定はなかったものの、高年齢層職員の昇給・昇格制度の見直しが勧告・報告される極めて遺憾な内容となっています。また、退職手当制度の引き下げ問題や共済年金報酬比例部分の支給開始年齢の引き上げによる雇用と年金の接続に向けた対応など、多くの課題が山積しているところです。
国家公務員給与については、2014年３月まで臨時特例法による減額が行われており、中央段階では人勧は実施する必要がないと政府に対して対応しており、その動向が注目されるところです。また、岡田副総理の下に設けられた「行政改革に関する懇談会」において、定数や給与水準等に関して更なる行政改革の必要性がまとめられたことから、国家公務員給与削減の地方交付税・義務教育費国庫負担金への影響が強く危惧されるところです。

このような不確定な情勢のなか、本年の人事院勧告・人事委員会勧告期の取り組みは、過去に私たちが経験のない情勢の下での対応とならざるを得ません。

自治労北海道はこの間、公務員制度改革の早期法案成立や国公給与削減を地公に影響させないとする政府答弁を確実に実行させるため、様々な対策を進めてきています。こうした諸情勢が今年の賃金確定闘争に大きな影響を及ぼすという情勢認識を意思統一しながら、諸課題にしっかりと交渉対応できるよう全体で意思統一をはかりたいと考えています。

つきましては、下記の日程で「2012年度賃金担当者会議」を開催することとしましたので、各地本・単組の賃金担当者の積極的な参加をお願いいたします。
記

１．と  き      ２０１２年１０月１０日（水）１３：３０～１７:００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付13:00開始）

２．ところ      北海道自治労会館「４Ｆホール」
　　　　　　　　　札幌市北区北６条西７丁目

３．内　容　　　①　自治労本部提起

2012秋期闘争をめぐる全体情勢とその対策について（仮題）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労本部　森本労働条件局長

　　　　　　②　道本部提起

2012人事院勧告と賃金確定闘争の重点課題（仮題）
　　　　　　　　　　　　自治労道本部　櫛部賃金労働部長

　　　　　　③その他

４．参加対象　　各単組の賃金担当者等（１～２名）
５．旅　費　　　単組負担とします
６．参加申込み　　別紙「参加申込書」に必要事項を記入の上、１０月５日（金）までに

ＦＡＸにて道本部賃金労働部（櫛部・根本）宛へ送信して下さい。
ＦＡＸ  ０１１－７００－２０５３

お問い合わせ　自治労道本部賃金労働部（櫛部・根本）

　　　　　　　　　℡０１１－７４７－３２１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

（別紙）             　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締め切り10月５日(金)

自治労北海道本部　賃金労働部（櫛部・根本）行
FAX０１１－７００－２０５３
自治労北海道本部「2013年度賃金担当者会議」参加申込書
単組名：                                   

記入者：                     　 　　　連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　
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